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第 1 章：イタリアの静かな流行病 – なぜ私たちはそれほど疲れているのか？
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外から見る観察者にとって、イタリアは、晴れた午後、長く楽しい家族での食事、広場での笑い声、「イル・ドルチェ・ファル・ニエンテ」（何もしないことの甘美さ）の故郷です。しかし、このロマンチックな絵葉書の裏側では、現代イタリア社会を内側から蝕む、暗く静かな流行が蔓延しています。

朝、ベッドから起き上がるのに人並み以上の努力を必要とし、日曜の夜には胃が痛くなり、携帯電話が振動するたびに心臓が締めつけられ、どれだけ眠っても骨の髄まで染みついた疲労感が消えないなら、知っておくべき非常に重要で解放的な真実があります。それは、あなたは弱くはなく、これはあなたのせいではないということです。

長年にわたり、疲労、燃え尽き症候群、ストレスは個人的な失敗であり、時間や感情を「うまく管理できなかった」ためにそうなったのだと教えられてきました。もっとヨガをやり、緑茶をもっと飲み、より良い手帳をつけるよう勧められてきました。 しかし、真実はもっと残酷です。あなたが経験しているこの崩壊は、あなたの個人的な弱さではなく、現代の仕事と社会構造が完璧に機能している、残酷な「システム的な設計ミス」なのです。

イタリアの現代社会学的マップを通して、自分を責めるのをやめて、なぜ私たちがそんなに疲れているのか考えてみよう。

1.1 「La Cultura della Prestazione」（パフォーマンス文化）と目に見えない足かせ
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